コウレイ ノ ハハ ト ムスメ ノ コミュニケーション (7) : ｢ハナス コト｣･｢カク コト｣ ニヨル ヒョウゲン by 田中 典子 & Noriko TANAKA
93













Communication between an Elderly Mother and her Daughter (7):
expressions in speaking and writing
TANAKA  Noriko
Abstract
　In this paper I focus on the communication between my mother and myself 
in January 2013, when she lived with the early stage of dementia.  As the data 
for my analysis, I employ her letters and notes, as well as our recorded telephone 
conversations.  What she wrote sometimes contradicted what we talked on the phone.  
Some of her notes were full of anger or sadness, despite the cheerfulness she showed 
in the telephone conversation of the same day. By examining contradictory messages 
between our telephone conversations and her written notes/memos, I would like to 
explore her psychology.  I hope this paper will be of some help to understand people 
living with dementia.
はじめに
筆者は、母の認知症を心配し、2011 年 9 月、母の家から徒歩１分ほどの所に転居した。
以来、母はしばしば筆者の郵便受けにメモや手紙を入れていくようになった。自作の俳句
などを入れて楽しむこともあったが（田中 2020）、今回焦点を当てる 2013 年 1 月頃にな
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　Alzheimer’s and dementia are very fluid diseases. (・・・) The person you knew in the 
morning may not be any reflection of the person seated across from you at the dinner table that 
evening.  And the roller coaster ride between morning and night just repeats itself over and over. 





(Anthony 2014: 28　和訳は筆者による )
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を受け入れられない」といった感情があるとされます。  （飯島・佐古　2011: 48-49）
2．データ
筆者は、約 10 年間、出勤前に電話で母と会話しており、その会話を母の許可 2 を得て
録音し談話分析のデータとして用いてきた。本稿では、田中（2020）で扱ったデータに続







調査対象期間である 2013 年 1 月のカレンダー上の電話会話日には〇を付し、受け取った
手紙やメモの枚数を□で示す。（厳密ではないが、時間が特定できるものには「朝」「昼」
などを記した。）









　　　　娘（D）59 ～ 60 才
　　　　　　　( 誕生日を挟む）
書き手：母（M）82 才
受け手：娘（D）59 ～ 60 才
　　　　　　　( 誕生日を挟む）






2013 年 1 月
手紙・メモ、一枚をひとつとして記録した。





表 2．データ：2013 年 1 月
日 月 火 水 木 金 土
〇：電話会話日
□：手紙・メモ枚数
1 2 3 4 5
3 朝 3 1 2
6 7 8 9 10 11 12
1 2 2 1
13 14 15 16 17 18 19
1 2 2 3 3
 20 21 22 23 24 25 26
1 1   昼 1
27 28 29 30 31




D は 32 年間に亘り M の住居から交通機関を使って一時間ほどの所に住まい、折に触れ
て互いに絵葉書 4 などを送り合っていた。2002 年に M の夫（D の父）が亡くなり、M が






 ○    　○    　○    　○    　○    　○    　○
               　○    　○    　○    　○    　○
 ○    　○    　○    　○    　○    　○    　○
       　○    　○    　○    
4 一例は巻末の資料 2 を参照されたい。
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す。朝の telは 1日のはじまりのはげみになっています。でもあまり無理のないように。
今後ともよろしく。早く風邪が直る事を念じています。」            （2004 年 10 月 22 日付）
3.2　M の転居直後
M が 80 歳近くになった頃から物忘れが出始め、2011 年 9 月、D は M の家から徒歩 1
分程の所にマンションを借りて転居した。M は「スープの冷めない距離」への D の転居
について、葉書で以下のように喜びを表現していた。
「新しい生活が私まで始まった様で、ウキウキしています」
(2011.9.12 付：D の転居から 6 日目 )
田中（2013）で詳述したように、M はこの状況の変化にストレスも感じていたようだが、
この葉書には D の転居を自らも楽しもうとする M の姿勢が伺える。
3.3　データ分析









2013 年元日には以下の 3 枚のメモが入っていた。障害を持ち施設で生活している M の
次女（D の妹）、△子が 2 日に帰省してくることになっており、そのような時にはいつも
協力して助け合ってきた。この時も M はその間の役割分担について D と話し合いたかっ
たようだ。（3 枚目のメモ「今日位にちゃんと話しておきたい」）。しかし、すでに帰省中
の夕食は D が作ると決めてあった。M はそれを忘れていたようだが、本当は自身が作り
たい気持ちだったのかもしれない。
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□子はゆうせん【悠然 ?】6 としてますけど△子 7 は□子の家になんか行きませんよ　夏は
私が△子の食事をつくらなくなっていますよ　今日位にちゃんと話しておきたいです




今朝夜中の 2 時に tel がありました　家の tel を知ってるのは□子しかいません　
なぜそんな夜中に tel をしてくるんですか？よく考えて下さいよ
【解読不明】
（2013 年 1 月 2 日）
やはり食事を誰が作るかに拘りがあると思われる。また、「夜中に電話があった」と怒っ
ているが、D には全く覚えがなかった。
このメモを見て間もなく電話をしたが、以下のように ´Good morning’ と笑いで始まるい
つもの会話（田中 2020 参照）であり、「夜中の電話」には全く言及はなかった。この後、
正月休みで帰省する△子を、2 人で施設に迎えに行った。












7  M の次女（D の妹）の名前。重度の知的障害を負っている。
8 電話データの 2011 年 9 月 1 日からの通し番号
101
清泉女子大学紀要　第 68号　2021 年 1 月
八十路すぎ　日々の生活おだやかに　優しき娘に感謝々々












































（2013 年 1 月 6 日）
上の電話では、M は D との夕飯を楽しみにしているように思われた。夕飯を多めに作り、
D が仕事で夕飯を一緒にできない日に食べられるように、帰りにタッパーに入れて「おみ
やげ」として持ち帰ってもらうのも習慣になっていた。




33286	 M	 ［4 日分ぐらいあるから］	
33287	 D	 うんまあ利用してください	
33288	 M	 わかりました
（2013 年 1 月 7 日）
だが、その日、仕事から帰ると、郵便受けに以下のようなメモが入っていた。
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（2013 年 1 月 7 日）
朝の電話と夕方受け取るメモの違いに D は驚いた。一週間に 2 回程度 M と夕飯を共にす










（2013 年 1 月 8 日）




りんご 2 ツ　玉葱半分　おもち 4 つ　さつま芋 2　じゃが芋 4　りんご 2　玉葱
（2013 年 1 月 8 日）
7 日の電話で次回に夕飯を共にするのは 11 日だと確認し、家にもその覚書きが置いてあ



























（2013 年 1 月 10 日）
しかし、その日に郵便受けに入ったメモは以下のようなものであった。朝の電話の様子と
は違い、苛立っているような筆致である。裏面（点線下）は翌日の夕食のことを確認する





11 日（金）□子の夕食　今日は 10 日だよ
（2013 年 1 月 10 日）
10  「のま子さんの日」とは、一緒に夕食をとる日のこと。M がその日を忘れないよう、D（のりこ）
と M（まさこ）の頭文字を取って「のま子さん」と名付けた人形にその曜日や時間を書いて持た
せることにしていた（田中 2015. 3.4 参照）。
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翌 11 日は「のま子さんの日」で、一緒に夕食を食べることになっていた。電話でその
ことを確認すると、M(33749) はしきりに恐縮する。だが、D との関係が相互的でないこ






































た　私＊＊□子に持っていく事になります　りんごです　りんごを 6 ケくれて 3 個が□子
の様です
（2013 年 1 月 18 日）
翌日の電話では、M が持ってきた林檎について D が英語で礼を言い、それへの応答の仕







34358	 M	 あ You	are	welcome ってどういたしまして？	
34359	 D	 そうそうそうちょうどそれがぴったり（笑）	
34360	 M	 （笑）
（2013 年 1 月 19 日）
3.3.6　健忘
その日帰宅すると、3 枚の D の電話番号などが書かれたメモと共に、「20 日（日）1:00
に□子が来ます．一緒に北とぴあのコンサートに行きます」という覚書きが郵便受けに入っ
ていた。これは、翌日（20 日）一緒に行くことになっているコンサートを M が忘れない
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22 日（火）□【子が抜けている】のところで夕食
（2013 年 1 月 22 日）
□子は食事は何も予定はないと言ったけど　29 日（火）□子のところで夕食とあ（書？）
いてあるけど　どうなってるんですか
（2013 年 1 月 28 日）
あるならどうして tel でもいいし知らせてくれないのですか．前の日になっていったっ
て困ります
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